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主
要
な
幹
線

道
路
を
車
で
走

っ
て
い
る
と
、

ほ
ど
な
く
し
て

パ
チ
ン
コ
店
の

目
立
つ
看
板
が

目
に
入
る
。
２

０
１
７
年
の
調
査
に
お
い

て
、
世
界
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

の
60
％
を
日
本
の
パ
チ
ン
コ

と
ス
ロ
ッ
ト
台
が
占
め
る
と

の
結
果
が
示
す
と
お
り
、
誰

で
も
日
常
の
す
ぐ
近
く
で
ギ

ャ
ン
ブ
ル
と
接
す
る
機
会
が

あ
る
の
だ
▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
と
聞
く
と
賭
け
事
に
ど

っ
ぷ
り
は
ま
っ
た
「
遊
び

人
」
や
「
博
徒
」「
ダ
メ
人

間
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の

世
間
の
間
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ

と
偏
見
が
、
ま
さ
か
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
う
ち

の
夫
や
妻
、
娘
や
息
子
が
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
わ
け
が

な
い
、
と
疾
患
と
し
て
の
依

存
症
の
認
識
を
遅
ら
せ
る
。

し
か
し
実
際
は
、
日
本
の
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
者
は
３
２

０
万
人
と
い
わ
れ
約
20
人
に

１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
る

▼
最
初
は
娯
楽
、
ス
ト
レ
ス

解
消
の
つ
も
り
で
始
め
て
も

気
が
つ
け
ば
後
戻
り
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
誰
に
で
も

あ
る
の
だ
▼
今
年
７
月
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
基

本
法
が
成
立
し
た
一
方
、
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備

法
（
Ｉ
Ｒ
整
備
法
）
も
成
立

し
た
。
法
整
備
が
着
々
と
す

す
め
ら
れ
る
な
か
で
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
が
よ
り
身
近
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
、

今
後
の
動
き
に
注
目
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

（
ウ
）

府職労公式LINEアカウント
お友達追加してね

　

大
阪
北
部
地
震
や
西
日
本
集
中
豪
雨
、台
風
21
号
な
ど
、
災
害
が
多
発
す
る
も

と
、
府
職
労
は
「
災
害
時
対
応
に
か
か
る
要
求
集
約
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

緊
急
の
取
り
組
み
で
し
た
が
１
０
０
０
を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
職

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
職
場
実
態
や
意
見
を
も
と
に
要
求
を
明
ら
か
に

し
、
労
働
条
件
の
改
善
、
災
害
に
強
い
組
織
・
大
阪
の
実
現
を
め
ざ
し
、
取
り
組
み

を
す
す
め
ま
す
。

　10月２日の府議会休憩中に松井知事が府庁周
辺を公用車で６分間巡回して喫煙したことが発
覚し、11日の府議会でも公用車喫煙を問題視さ
れました。
　これに対し、松井知事は「知事も気分転換は
必要」などと述べ、これからも公用車での喫煙
を続けると開き直っています。
　松井知事は、７月５日、職員に対し、職務専
念義務違反の防止を徹底するとして「①勤務時
間中に喫煙しないこと、②勤務時間の内外にか
かわらず、庁舎敷地内では喫煙しないこと」を
通達したところです。
　職員に対して、勤務時間中のすべての喫煙と
庁舎敷地内での喫煙を禁止するという徹底した
厳しい通達を出す一方で、自らは「特別職」と
いうことを理由に開き直るなど、知事として許
されることではありません。
　府職労は、あらためて、職員の管理強化につ
ながるおそれのある「勤務時間中における喫煙
禁止の徹底について（通達）」を撤回するとと
もに、本庁・出先を問わず、喫煙スペースの整
備や分煙の徹底を行うよう申し入れます。

�松井知事の「公用車喫煙問題」に厳しく抗議する
とともに、あらためて「喫煙禁止の徹底（通達）」
の撤回を求める申し入れ

知事の公用車喫煙問題に抗議、
「禁煙通達」の撤回を申し入れ
　10月29日、府職労は松井知事に対し、公用車での
喫煙問題に対し抗議するとともに、あらためて「禁
煙通達」の撤回を求めました。
　松井知事は、７月５日に職員の喫煙問題を問題視
し、勤務時間中の禁煙の徹底を通達しました。その
直後に自らが府議会休憩中に公用車で喫煙していた
ことが明らかになり、職場から批判の声があがって
います。

予算・職員の
削減 職員犠牲 では

住民の安全・安心は守れない
予
算
と
職
員
増
や
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
速
報

本庁（大手前） 本庁（咲洲） 出先機関
302 171 603
28.1％ 15.9％ 56.0％

回答数 1,076 災
害
等
で
時
間
外
勤
務
増
、

い
ま
の
職
員
数
で
は

十
分
に
対
応
で
き
な
い

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

回
答
者
の
約
４
割
が
今
回
の

災
害
等
に
よ
っ
て
時
間
外
勤

務
が
増
加
し
た
と
答
え
て
い

ま
す
（
グ
ラ
フ
①
）。
ま
た

「
今
後
、
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
現
在
の
職
員

数
で
対
応
で
き
る
か
」
の
問

い
に
は
、
半
数
以
上
が
「
対

応
で
き
な
い
」
と
答
え
て
お

り
「
十
分
に
対
応
で
き
る
」

と
答
え
た
の
は
６
・
５
％
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

②
）。

　

こ
の
間
の
職
場
実
態
や
業

務
量
を
無
視
し
た
一
律
的
な

職
員
削
減
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
交
渉

や
折
衝
で
府
当
局
は
「
災
害

を
前
提
に
し
た
職
員
配
置
は

で
き
な
い
」
と
の
考
え
方
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
で

は
平
常
時
で
あ
っ
て
も
、
恒

常
的
に
時
間
外
勤
務
が
発
生

し
て
お
り
、
職
員
は
１
０
０

％
以
上
の
力
と
時
間
を
費
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
状
態
が
続
け
ば
、
災
害
時

に
ま
と
も
に
対
応
で
き
な
い

の
は
当
然
で
す
。

　

府
職
労
は
、
災
害
時
に
も

職
員
が
住
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
全
力
で

奮
闘
で
き
る
職
員
体
制
の
確

保
を
め
ざ
し
ま
す
。

【グラフ②】

十分対応できる

業務は
増えるが
対応できる

対応できない

37.5％
（400）

51.3％
（548）

6.5％
（69）

大きな災害が発生した場合、
あなたの職場は現在の職員数
で対応できるか

増加した
増加

していない
37.５％
（400）

61.3％
（655）

【グラフ①】

今回の災害等により
時間外勤務が増加したか

　

大
阪
北
部
地
震
が
出
勤
時

間
帯
に
発
生
し
、
台
風
21
号

が
勤
務
時
間
中
に
直
撃
し
た

こ
と
も
あ
り
、
交
通
途
絶
や

職
員
の
安
全
確
保
も
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

危
険
回
避
・
交
通
途
絶
回

避
の
た
め
の
特
別
休
暇
も
認

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
分
な

周
知
が
さ
れ
ず
に
、
年
休
・

夏
期
休
等
の
対
応
を
強
い
ら

れ
た
職
員
や
運
転
取
り
や
め

時
間
に
間
に
合
わ
ず
に
、
帰

�

（
２
面
に
つ
づ
く
）

な
ぜ
交
通
費
す
ら
出
な
い
？

自
己
犠
牲
を
強
い
る
な
！


